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齊藤副院長就任のご挨拶

このたび、2025年4月1日付けをもちまして副院長を拝命いたしました。
2002年6月整形外科部長として赴任して以来23年間、専門である脊椎外

科を中心に当院整形外科の運営に携わってまいりました。現在も、近隣
の先生方からたくさんの患者の皆様をご紹介いただき、診療のお役に立
てますことは望外の喜びであります。

一方で、昨年度から院長補佐という役割をいただき、病院改革推進本部
会議を担当させていただいております。当院の基本方針は1.患者本位の医
療、2.安全管理の徹底、3.高度救急・高度専門医療の提供、4.公的病院と
しての責務、5.地域医療連携の充実、6.健全経営・人材育成・職場環境改
善です。この中で、これまで以上に注力していかなければならないのが、
6.の健全経営です。昨今さまざまなメディアで急性期病院経営の難しさが
取り沙汰されています。現在進行中の新病院構想は最良の職場環境改善
であり、患者の皆様にとりましても最高の療養環境改善となります。そ
の実現のためにも経営の健全化は喫緊の課題であり、現在病院全体を挙
げて取り組んでいるところです。副院長として、かかる問題の改善に少
しでも貢献できればと決意を新たにしております。

もちろん、これまで同様、安心・安全な医療を通じて地域の皆様に必要
とされる病院運営を継続してまいります。皆様方におかれましては、福
岡市民病院を引き続きご支援・ご指導賜りますよう心よりお願い申し上
げます。

日本専門医機構認定整形外科専門医
日本整形外科学会認定脊椎脊髄病医
日本脊椎脊髄病学会認定脊椎脊髄外科指導医

副院長兼診療統括部長
齊藤 太一
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新しいスタッフを迎えました
2024年度をもって入江努医師（在職期間24年）、青野誠医師（同11年）が退職しまし

た。長きにわたって当院の整形外科を支えてくれた両名に感謝の意を表するとともに新
天地でのさらなる活躍を祈念しています。代わって2025年度から柴原啓吾医師、矢野裕
大医師、毛利一臣医師を迎え新たな体制でスタートを切っています。また、田中哲也医
師が整形外科科長に、中原寛之医師がリハビリテーション科科長にそれぞれ任命されま
した。
日頃から患者の皆様をご紹介いただいております先生方におかれましては、この場を

借りて改めてお礼を申し上げますとともに、今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

バランスのとれた整形外科診療を行っています
近年「健康寿命」という観点から、ロコモティブシンドロームの重要性がますます認

識されるようになってきました。その代表的な原因疾患が腰部脊柱管狭窄症、下肢の変
形性関節症、骨粗鬆症です。当科では、これらすべての運動器疾患の診療を専門的に行
い、バランスのとれた整形外科診療を展開しています。

１）脊椎疾患
詳細な病歴聴取と神経学的診察、さらにX線、MRI、CTなどの画像検査を駆使して正

確な診断を行います。
治療はまずは保存的治療を原則としていますが、症状の改善が得られない場合や麻痺

のある症例等に対しては、手術的治療を行います。令和6年度は215例の脊椎手術を施行
しました。うち162例（75％）が腰椎手術であり、その約7割が腰部脊柱管狭窄症でした。
残りの大半が腰椎椎間板ヘルニアですが、近年椎間板へのコンドリアーゼ注入という中
間的な治療法が注目されており、当科でも症例を選んで実施しています。また初発の手
術例では内視鏡下での摘出術が主流となっています。それ以外の手術においても除圧術
を基本とし、必要に応じてインストゥルメントを用いた固定術を施行しています。固定
術には経皮的な椎弓根スクリュー刺入法が導入され、これまでよりも低侵襲で行える症
例が増加しました。その他、頸椎手術が40例、胸椎手術が13例でした。2024年度はス
タッフの退職や長期病休などに伴い、手術症例数が減少しましたが（図1）、新年度に移
行してからは従前のペースに戻っています。
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図1 整形外科手術症例数
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３）外傷
救急病院、地域医療支援病院として外傷の患者さんも積極的な受け入れを行って

います。中でも大きな割合を占めているのが骨粗鬆症を基盤とした脆弱性骨折です。
保存的治療を原則とした胸腰椎椎体骨折の急性期診療はもちろんのこと、図2に示
した骨折手術の中でも大腿骨近位部骨折（骨接合術と人工骨頭置換術）・橈尺骨遠
位端骨折・上腕骨近位部骨折といった骨粗鬆症関連骨折を合わせると全骨折手術症
例の6割以上にのぼっています。

これからも皆様から信頼される整形外科であり続けられるよう、安全確実な医療を
提供してまいります。倍旧のご支援・ご指導を賜りますよう何卒よろしくお願い申
し上げます。

２）関節疾患
当科では主に下肢の大関節である股関節、膝関節に関して専門的な診療を行っ

ています。
保存的治療としては薬物療法と併せて、筋力訓練やダイエットの指導、関節腔内
への注射などを行います。病院の性格上、外来患者さんに対する理学療法・物理
療法は行えないため、そのような治療が必要な場合には近隣の開業医の先生にお
願いしています。
手術的治療としては主に人工関節置換術を行っています（令和6年度：THA30例、
TKA17例、UKA1例）。手術にはナビゲーションを使用し、術後は早期から関節
可動域訓練や歩行訓練を実施しています

令和７年度はわれわれ７人で診療にあたっています
後列左から 矢野裕大、柴原啓吾、江口大介、毛利一臣
前列左から 田中哲也、齊藤太一、中原寛之





ご視聴は
こちらから⇒

第61回福岡東部オープンカンファレンス

【開催】
2025年6月9日（月）

感染症内科医師 後藤 健志

循環器内科医師 安徳 喜文

消化管外科科長 松山 歩

消化管症例検討会
【開催】2025年5月20日（火）17：00（1時間）



★トピックス 全館で無料Wi-Fiが使えます！

全館で無料Wi-Fiが使えます。
少しでも入院患者さんに快適な入院生活をお送りいただけるよう、
他にも手を尽くしてまいりたいと考えております。

外来受診の場合 

診療受付時間 🕗月～金曜日【8：30～11：00】 

来 院 時 間  

8：30～11：00 

初診は予約制ではないため、紹介状をお渡しのうえ、当院へご案内ください。 

事前にＦＡＸにて情報提供いただく場合は、ホームページに掲載している「診察申

込書」をご利用いただけます。 ※必ずしも必要ではございません。 

11：00～17：00 
急患・ご紹介の場合は、地域医療連携室までご連絡ください。            

（TEL：092-632-3430）   （FAX：092-632-3431） 

17：00～翌日 8：30 
当院・時間外窓口（代表）へご連絡ください。 

（TEL：092-632-1111） 

 

検査の予約方法 

予約受付時間 🕗月～金曜日【8：30～17：00】 直接ご連絡もしくは FAXをお願いします。 

項 目 連 絡 先 ・ 結 果 報 告 注 意 事 項       

ＣＴ・ＭＲＩ      

病院代表：092-632-1111 

放射線受付（内線 1105）   

地域医療連携室 

(FAX：092-632-3431） 

※予約時間の 30分前にお越しください。 

※確認をお願いします。 

・リブレ血糖測定器の有無（CT・MRI） 

・ペースメーカー及び磁石のついた義歯の有無につ

いて（MRIのみ） 

※造影 CT・造影MRI 

・検査日より3ヶ月以内の血清クレアチニン値添付 

・ビグアナイド系糖尿病薬を投与中の場合、前後 2

日間は休薬をお願いします。（造影 CTのみ） 

造影 CT：検査前 3時間の絶食 

MRCP：検査前 4時間の絶飲食 

放射線科専門医が読影後、レポートと CD-

ROM を当日患者さんにお渡しするか、もし

くは郵送します。 

上部消化管内視鏡  

病院代表：092-632-1111 

内視鏡室（内線 1313） 

   地域医療連携室 

   （FAX：092-632-3431） 

※予約時間の 15分前にお越しください。 

前日の午後 9時以降は絶食。 

当日朝の少量の飲水は可。 

※（鎮静希望の方） 

検査当日から翌朝までは車両の運転

はできませんので、公共交通機関等を

ご利用ください。 

消化器専門医が読影後、レポートを当日患

者さんにお渡しするか、もしくは郵送しま

す。 

 

患者さんのご紹介方法 

※検査の予約につきましては、FAXでもお受けいたします。 

詳しくは、ホームページをご参照ください。（検査申込書を掲載しております。） 




